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要

株式会社REQ｜https://reqinc.jp/　（社内検討用資料・2026年8月
版）

教材用のサンプル組織ではなく、貴社の実際のSalesforce環境とコードを題材に進める法人研修です。扱うのは、いま貴社で起きている課題そのもの。
研修後には、社内で使える成果物を持ち帰っていただきます。

貴社の実環境が題材
一般的な教材ではなく、自社の組織・コードで演習
します（NDA締結のうえ）

成果物を社内に残す
棚卸し結果・チェックリスト・ルール類を研修中に作
成します

講師は現役の開発者
実際にSalesforceを開発している会社が、現場の
判断基準を伝えます

コース概要

COURSE 01

Salesforce管理者 育成研修

目指す状態：自社組織の主要な設定・自動化の所在を説明でき、自社で
直す変更と外注する変更を判断できる

こんなチームに
管理を任されたが、体系的に学んだことがない
前任者から引き継いだまま、全体像を把握できていない

扱う内容（抜粋）
自社組織の棚卸し（オブジェクト・項目・権限・自動化）
変更の影響範囲の調べ方／自社対応と外注の線引き
AIを使った調査とドキュメント化

持ち帰るもの
自社組織の棚卸し結果（研修中に実物を作成）
変更前チェックリスト／依頼テンプレート

COURSE 02

Salesforce開発チーム向け AI活用研修

目指す状態：生成コードをチーム共通の基準でレビューし、AIを開発プロセス
に組み込める

こんなチームに
生成コードをどこまで信じてよいか、基準が定まっていない
AI利用が個人任せになっている／導入前の検討段階

扱う内容（抜粋）
Apex実装でのAI活用と、そのまま使ってはいけない箇所
生成コードの確認観点（ガバナ制限・権限・既存処理との競合）
要件定義・設計・テスト工程でのAI活用

持ち帰るもの
AI利用ルール（自社版）／生成コードのレビューチェックリスト
プロジェクト設定ファイルの雛形

実施形式

時間 半日コース（3時間〜）：テーマを1つに絞って実施。まず試す入口に　／　標準コース（合計10時間以上・2〜4回）：持ち帰る
成果物の作成まで含む本編

形式・人数 オンライン／対面（都内）　・　3〜10名程度（それ以上はご相談ください）

題材 貴社の実際の環境・コード。対象範囲はNDA締結のうえ事前に合意し、機密情報・個人情報をAIに入力しない形で実施します

お見積り コース・合計時間・参加人数・カリキュラム調整の範囲で決まります。初回のご相談で概算をお伝えします

進め方

01 ご相談（チーム状況と目指す姿を
確認）

02 カリキュラム確定（重点と時間数
を調整）

03 実施（演習中心・成果物は研修
中に作成）

04 実施後フォロー（成果物の完成
確認・ご担当者へ実施報告）

助成金の活用について

合計10時間以上の標準コースは、厚生労働省の人材開発支援助成金の対象となる場合があります。当社は訓練の実施機関として、申請書類への署名に対応しま
す。

助成の可否は、労働局の判断となります
活用をご検討の場合は、訓練開始日の1か月前までに労働局への計画届が必要です
申請手続きは、お客様または社会保険労務士の方にて行っていただきます（当社は申請の代行を行いません）
助成金の活用を前提とせず、まず研修そのものの内容と費用でご判断いただける形でご提案します

講師 代表取締役 村上正彦（Salesforce歴10年超〔2016年〜〕・アクセンチュア出身・
AppExchange製品の開発統括 約3年）

商号 株式会社REQ（2024年1月設立）
所在地 東京都渋谷区神宮前6丁目23番4号 桑野ビル2階
法人番号 7011001159322（適格請求書発行事業者：T7011001159322）
取引銀行 三菱UFJ銀行 渋谷支店、ドコモSMTBネット銀行 法人第一支店

ご相談・お問い合わせ
https://reqinc.jp/contact/
メール：info@reqinc.jp
通常2営業日以内にメールでご返信します。
送信だけで契約や費用が発生することはありません。


